
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西郷第二中学校 

学校だより 
西郷第二中学校 第 ７号 

令  和  ３年  ６月 ３日 

文責 ： 校長 櫻 田  渉 

 ６月８日（火）から県南総合大会 
次週、子どもたちが待ち望んだ県南総合大会が行われます。全種目で無観客とし、感染防止対策を徹底します。

子どもたちの健康、大会のスムーズな運営のため、ご協力をお願いします。 

 歯科指導(１年生 6/1) 
 ６月１日（火）６校時、１年生を対象に歯科指導を実施しました。 

講師には、歯科衛生士須藤智子先生をお招きしました。子どもたちは 

歯の一生について学び、歯磨きの方法について指導を受けました。 

 保健室より  

 子どもたちには後日赤染を配付します。普段の磨き残しを確認し、 

歯磨きの方法を見直す機会とします。歯科指導で学んだことを活かしながら日頃の歯磨きを実践してください。

歯は自然治癒しません。歯科指導を機に、自分の歯についてより深い関心を持ってもらえたら嬉しいです。 

緑の募金 贈呈式(5/26) 
 生徒会役員が中心となり、４月２６日から５月７日にかけて令和３年度の緑の募金活動を行いました。子ども

たちから 2,900円の募金が集まり、西郷村緑化推進委員会にお渡ししました。 

 緑の募金により、緑化の推進・森林の整備・次代を担う青少年の育成・森林ボランティアの支援などの森林整

備事業が推進されます。森林や木々のみどりは、私たちが健康で文化的な生活を営むための貴重な資源です。 

募金に協力してくれた生徒のみなさんありがとうございました。 

 

教育実習生がんばっています 研究授業実施(6/2) 
 ６月２日（水）、教育実習生の研究授業を行いました。 
 国語の真船梨花先生は３年１組の道徳で、『本当の友情とは』を主題に、よりよい人間関係を築いていくため
に必要なこと、友人を大切にして互いに支え合うことが重要であることを子どもたちに教えてくれました。 
養護の今井海琴先生は１年１組の保健を、吉田亜里紗先生とティームティーチングで教授しました。『運動と

健康』という単元で、生涯にわたる健康の保持増進について指導してくれました。 
いずれも、本校の目標「共生」や「自己を鍛える」に繋がる内容でしたね。 

一人一授業：理科(5/31) 
 西郷村では『一人一授業』を行っています。これは、西郷村立学校の 

全教員が年間に１回以上の研究授業の機会を設け、授業力の向上を目指 

して西郷村学校教育推進員と共に研究協議するという事業です。 

 ５月３１日（月）、１年１組、２年１組で、理科教員２名の授業研究を 

行いました。１年１組では生物の分類、２年１組では質量保存の法則と 

いう単元で、５０分間の指導の流れや、具体的な指導法について研究協 

議を行いました。両クラスのみなさん、ご協力ありがとうございました。 

今後もより良い授業作りを目指し、研修を深めていきたいと思います。 

真船先生 

「僕ら３人の友情

はあの空の夏の大

三角のよう。君が

デネブ、僕がアル

タイル、あなたが

ヴェガ。」 

今井先生 

「健康を維持する

ためには年齢や環

境にあった運動習

慣が大切。生活習

慣の改善！生活の

中の運動だよ！」 



 

２年１組学級新聞『糸原星』５月号 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


